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第３次県男女共同参画基本計画(素案)に係るパブリック・コメント結果 

重点目標１関係 

施策の方向等 意見概要 県の考え方等 

1

(2) 学校教育にお

ける男女共同参

画の推進 

(4) 性の多様性に

ついての理解促

進 

性的少数者や学校での

校則問題なども深刻で，

「フリースクール」で学習，

行動を自分で決められるこ

とを広く伝えたいもの。いじ

め問題など，学校だけでな

くいろいろな方法があること

を知らせることも大切。 

今後とも，教職員の一層の理解促進に努め，児童生徒

の心情と保護者の意向に十分配慮し，関係機関等とも連

携し，チームとして支援を行うようにしてまいります。 

なお，いじめ問題の対応については，県いじめ防止基本

方針に特に配慮が必要な児童生徒を明記し，性的少数

者も含めて適切な支援を保護者と連携し行うこととしてい

ます。また，関係機関等との連携についても記載しており，

各学校において家庭や地域，警察等の関係機関と連携し

たいじめ問題への対応をさらに推進していきます。 

重点目標１，２関係 

施策の方向等 意見概要 県の考え方等 

2

(2) 学校教育にお

ける男女共同参

画の推進 

(4) 長時間労働の

是正等働き方改

革の推進 

仕事と家庭生活の両立

は，子育てをする上でも，

充実した健康で文化的な

生活を営むうえでもとても

大切なことである。そのた

めには男女ともに長時間労

働が是正されることが基

本。 

年次有給休暇や労働時

間，36協定など学校教育

で学んだうえで，就業する

ことが必要。 

関係法令等を労働者に

なった時点で知り，活用で

きれば，管理者になっても

意識啓発の先頭に立つこ

とができるのではないか。

「希望する働き方」ではな

いが，長時間労働を回避

するために，低福利・低収

入の労働時間短縮の働き

方を選ばざるを得なかっ

た，ということがないように

できればと思う。 

中学校の社会科（公民的分野）において，労働時間の

ことも含め，社会生活における職業の意義と役割及び雇

用と労働条件の改善について，勤労の権利と義務，労働

組合の意義，労働基準法の精神及び労働関係調整法に

よる労使調整と関連付けて考えさせる学習に取り組んでい

ます。 

また，高等学校では，家庭科において，男女が協力して

家庭や地域の生活を創造するということについて学習して

いるところであり，公民科において，近年の雇用や労働問

題の動向をふまえ，国民の勤労権の確保などについて，

国民福祉の向上の観点から学習しているところでありま

す。 

第３次計画においては，国の「働き方改革」実行計画も

踏まえ，引き続き，仕事と家庭生活の両立に向けて，取り

組むこととしています。 

・労働関係法令の周知・啓発や各種制度の普及・啓発等

については，県広報誌「労働かごしま」や労働セミナーにお

いて，広く労働者，使用者及び一般県民の皆様に広報し

ています。 

・就労に関する基礎知識や労働関係法令等をまとめた就

職ハンドブック「キャッチワークナビ」を作成し，就職希望の

生徒のほか，大学やハローワーク，各種就職面談会会場

で配付するなど周知・啓発を図っています。 

今後とも仕事と家庭生活との円滑かつ継続的な両立が

可能となるよう周知・啓発に努めてまいります。 
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重点目標２関係 

施策の方向等 意見概要 県の考え方等 

3 放課後児童クラブ 

数値目標に新たに加え

られて良かったと思う。娘

は子どもを認可保育園に

預けて，現在 18時までフ

ルタイムで働いている。

2019年には小学校入学

のため，もし児童クラブに

入れない場合，仕事を辞

めざるを得ない。児童クラ

ブの待機児童数は速やか

にゼロにしてほしい。 

放課後児童クラブの待機児童については，平成29年5

月 1日現在で 10市の 432 名確認されております。 

県としては，事業の実施主体である市町村の「子ども・子

育て支援事業計画」に基づく放課後児童クラブ整備への

支援を行い，待機児童の解消を進めることとしております。 

重点目標４関係 

施策の方向等 意見概要 県の考え方等 

4
配偶者暴力防止

計画 

「数値目標」から～特に改

善してほしいところ 

・「配偶者暴力防止計画

（ＤＶ防止計画）」の策定

市町村の割合 

市町村における配偶者暴力防止計画の策定状況につ

いては，28 年度で 29市町村となっています。策定に当た

っては，男女共同参画基本計画の改定年度と併せて策定

を検討するよう助言を行ったり，男女共同参画行政担当

者やＤＶ担当課長等の研修会において策定方法等の周知

を行うなど，取組促進に努めてまいります。 

重点目標６関係 

施策の方向等 意見概要 県の考え方等 

5
男女共同参画地

域推進員 

「数値目標」から～特に改

善してほしいところ 

・男女共同参画地域推進

員が二人以上設置されて

いる市町村の割合 

第２次県男女共同参画基本計画において目標設定し

ていた，男女共同参画地域推進員の設置については，29

年度末までにほとんどの市町村で達成できる見込みです。

３次計画においては，さらに地域における男女共同参画を

推進する観点から，目標を「二人以上」となるよう新たに目

標を設定したところです。 

今後とも学習機会の提供や地域推進員どうしのネットワ

ークづくりなど，男女共同参画地域推進員の活動支援等

に努めてまいります。 

戦略的取組関係 

施策の方向等 意見概要 県の考え方等 

6

あらゆる分野におけ

る政策・方針決定

過程への女性の参

画拡大に向けた取

組 

「日本の男女格差 114位

～政治分野進まない平

等」とあった。女性議員17

市町村ゼロとあり，鹿児島

県の女性議員は少ない状

態が続いている。これで

は，待機児童問題などな

かなか進展しない。『まず

は各市町村に一人女性議

員を！』の運動を。 

政治をはじめあらゆる分野において政策・方針決定過

程への女性の参画拡大が図られるよう，様々な機会を捉

え女性の能力発揮の重要性について認識を深める啓発

等を行うとともに，計画に女性議員の割合の推移を参考

指標として掲載し，定期的にフォローアップするなど，機運

醸成に向けた取組に努めてまいります。 


